














発行年月 ：平成 28 年 3 月
発  行  所：独立行政法人国立文化財機構　東京文化財研究所
　〒 110-8713　東京都台東区上野公園 13-43
　Tel: 03-3823-4898 / Fax: 03-3823-4867
　http://www.tobunken.go.jp
Ⓒ 2016  National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo
All right researved. No part of this publication may be reproduced, stored in any form or by any means, electric, 
mechanical, photocopying, recording or otherwise, without prior permission from the publishers.






































3. 本報告書の執筆担当は以下の通りである。（所属・肩書は本文中 1-2. を参照のこと。）
　　第 1 章：1-1. ～ 1-4.  友田正彦、佐藤　桂、楠　京子、山下好彦、森本　晋、石村　智
                      1-5.　佐藤　桂
　　第 2 章：2-1. 　2-1-1.　佐藤　桂、2-1-2.　友田正彦、2-1-3.　佐藤　桂
                      2-2. ～ 2-4.  佐藤　桂
　　第 3 章：3-1. ～ 3-3.  楠　京子、前川佳文
                      3-4.　増渕麻里耶、橋本広美
                      3-5.　楠　京子
　　第４章：4-1.　山下好彦
                      4-2.　4-2-1. ～ 4-2-5.　山下好彦、4-2-6.　増渕麻里耶
                      4-3.　4-3-1. ～ 4-3-2-3.　山下好彦、4-3-2-4.　増渕麻里耶、橋本広美
                      4-4. ～ 4-5.  山下好彦
　　第 5 章：5-1.　石村　智
                      5-2.　5-2-1. ～ 5-2-2.　石村　智、5-2-3.　影山悦子
                      5-3.　5-3-1. ～ 5-3-2.　石村　智、森本　晋、5-3-3.　影山悦子、森本　晋
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　バガン遺跡には、3,000 を超える仏教遺跡が存在し、そのうち約 500 の寺院内に壁画が施さ





















ラ、ハリン、ベイタノーに代表される都市遺跡が残されている。これらの遺跡は平成 26 年 6 月
にミャンマーとして初めてユネスコ世界遺産に登録され、国際的にも注目が高まっている。











































































• 木造僧院調査：Shwe Nan Daw 僧院、王宮跡墓所、Sa Daw Wun Min 僧院（マンダレー）、

















• 仏教遺跡 Akauk Taung の視察
• ヤンゴン大学における文化遺産ワークショップ







































































• バガン遺跡内の 9 つの寺院にて壁画の損傷状態調査、鳥獣虫害調査
• 調査修復対象の寺院（No.1205 寺院）における壁画の損傷調査
• 第 1 次壁画保存修復研修の実施











3. 木造僧院における装飾技法及び損傷調査：Bagaya 僧院（インワ）、Shwe Nan Daw 僧院、
Yomethin 僧院、Moe Kaung 僧院、Shwe In Bin（マンダレー）






















1. 木造僧院における装飾技法及び損傷調査：Bagaya 僧院（インワ）、Shwe Nan Daw 僧院、

















• 第 2 次壁画保存修復研修の実施（バガン）
2015（平成 27）年度






• 第 3 次壁画保存修復研修の実施
• 考古局バガン支局との協議
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• UAV（ドローン）による No.1205 寺院外観の撮影
• バガン遺跡内の寺院における壁画損傷状況及び修復材料調整の動画記録
• 第 4 次壁画保存修復研修の実施
• バガン考古博物館にて本事業の成果報告



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































■考古招聘研修（平成 26 年 2 月 3 日～ 7 日）
被招聘者：
U Ko Ko Aung　コーコーアウン（ミャンマー文化省考古局　バガン支局　課長補佐）
U Kyaw Nyi Nyi Htet　チョーニニテー　（同　ピイ考古学フィールドスクール　助教）






■ 壁画招聘研修（平成 26 年 2 月 3 日～ 7 日）
被招聘者：
U Tyi Lin　チーリン 　（ミャンマー文化省考古局　壁画修復担当）





■研究会開催（平成 26 年 2 月 16 日～ 22 日）　* 別予算
被招聘者：




















■考古招聘研修（平成 27 年 1 月 19 日～ 25 日）
被招聘者：
Daw Ohn Mar　オンマー　（ミャンマー文化省考古局　課長補佐　保存科学専門）
U Man Thit Nyein　マンティットネイン　（同　ピイ考古学フィールドスクール　副手　考古学専門）
U Zaw Min Aung　ゾーミンアウン　（同　副手　考古学専門）
概　要：
考古及び保存科学専門家 3 名（うち 2 名は現地研修受講生）を日本に招聘し、主に奈良文化
財研究所において、文化財写真に関する技術移転を目的とした研修を実施するとともに、奈良、
大阪において文化遺産の保存・活用事例を視察し、意見交換を行った。
■壁画招聘研修（平成 27 年 3 月 8 日～ 13 日）
被招聘者：
U Ye Win　イェウィン　（ミャンマー文化省考古局　壁画修復担当）







■建造物招聘研修（平成 27 年 7 月 29 日～ 8 月 6 日）
被招聘者：
U Nyo Myint Tun　ニョーミントゥン　（ミャンマー文化省考古局　マンダレー支局　支局長）
Daw Myo Sandar Oo　ミョーサンダーウー　（同　課長補佐）
U Htun Htun Win　トントンウィン　（同　バガン支局　上級技官補 2 級）





■考古招聘研修（平成 28 年 2 月 16 日～ 21 日）
被招聘者：
U Aung Winn　アウンウィン　（ミャンマー文化省大臣官房室　室長補佐　法政策学専門）









1-5-1. 　文化省での協議（平成 25 年 6 月 10 日）
　文化省における協議には、ミャンマー側から U Aye Myint Kyu 文化大臣をはじめ、Daw Sanda 
Khin 副大臣、U Than Swe 副大臣、U Kyaw Oo Lwin 考古・国立博物館図書館局長、U Thein 
Lwin 同副局長が参加した。日本側は川野邊、友田、野尻、佐藤が同席した。
　最初に川野邊より、本事業に至る経緯を説明した。すなわち、1) 2011 年度の文化遺産国際協























1-5-2. 　考古局での協議（平成 25 年 6 月 10 日）
　上記に続き、同日午後に本事業の実施機関となる文化省考古局において、より具体的な事業内
容について協議を行った。ミャンマー側は U Kyaw Oo Lwin 局長、Daw Mie Mie Khaing 国際協
力関係担当に加え、関係者が数名同席した。日本側は友田、野尻、佐藤が同席した。
　まず、MOU 案について説明したところ、ミャンマー側からは韓国文化財庁との MOU が参考
事例として提示され、これに基づき詳細を整えて欲しいとの要望があった。ミャンマー側では手
続きに最低三か月が必要であり、時間を要するため早急に手続きを進めたいとのこと、国際協力









とのこと。文化財建造物のリストがあり、1975 年は 167 件、現在は約 5,000 件が登録されており、









































•	 Sylvia Fraser-Lu, Splendor in Wood, Bangkok, Orchid Press, 2001.
•	 Irene Mollanen and Sergey Ozhegov, Mirrored in Wood: Burmese Art and Architecture, Bangkok, 
White Lotus, 1999.
•	 Jacques Dumarcay, Selected 18th and 19th Century Timber Structures in Central Burma (8 March-14 
April, 1983), UNDP/BUE/78/023 Assignment Report. Preservation and Restoration of National 





Zegyo 僧院（インワ） Sa Daw Wun Min僧院（マンダレー）
Bagaya僧院（インワ） Pyi Min Tha僧院（アマラプラ）
Shwe Nan Daw僧院（マンダレー）
2013年11⽉調査
Nat Htaung僧院（バガン） Thathana Zoti Pala僧院（パコック）
Taung Bi僧院（バガン） Pyatha僧院（パコック）
Dakkhina Wum僧院（バガン） Tharakkan僧院（ミャイン）
Hman僧院（バガン） On Don Bin僧院（ミャイン）
Thabba Bhaya Thiddhi僧院（バガン） Bagaya僧院（インワ）
Shwe-chan Tha Phaya（バガン） Hlwa Htaung僧院（インワ）
Myit-kyin Yok-son僧院（バガン） Wahsou僧院（マンダレー）
Nyaung Gyi僧院（バガン） Shwe Nan Daw僧院（マンダレー）
Pakhan-Nge僧院（パコック） Yamethin僧院（マンダレー）
Pakhan-Gyi僧院（パコック） Mogaung僧院（マンダレー）






















































































































































●  Hlwa Htaung 僧院（平成 25 年 6 月 11 日訪問）
• 実地研修の実施候補地として調査した。





















●  アマラプラ（平成 25 年 6 月 11 日訪問）
• U Bein 橋は考古局が修理計画のための事前調査中で、支局長より助言を求められたため見




• 王宮の残存建物は 3 層の見晴台と財宝庫の 2 棟のみ。後者は軍用地内にあり、若干の崩壊
防止措置は施されているが、いずれも荒廃が進んでいる。




• Zar Zar Linn 女史が事前の現状調査を実施中。基礎から上部に向かって順次破損状況等を記
録。→（日）番付のシステムや古材保存の意義などについて簡単に説明。























●  Pyi Min Tha 僧院（アマラプラ）（平成 25 年 6 月 12 日訪問）
• 実地研修の実施候補地として調査した。










• 東西軸に沿って 4 棟が並び、南東に塔付の 1 棟、北西に台所棟が接続する構成である。東









●  Taung Bi 僧院（平成 25 年 11 月 25 日訪問）
• 1991 年に考古局が木造建造物修理の演習を兼ねて解体・再建した建物だが、その後、何の
















Taung	Bi 僧院　外観 Taung	Bi 僧院北方の僧院址
Dakkhina	Wum僧院　外観 同　内観天井見上げ
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●  Hman 僧院（平成 25 年 11 月 25 日訪問）





●  Thabba Bhaya Thiddhi 僧院（平成 25 年 11 月 25 日訪問）
• Dakkhina Wum 僧院の東隣に位置する。東西棟の平行する 2 棟を南北に接続した構成で、
そのうち規模が大きく柱も太い南側が主体部で、さらにその西半部分を板壁で囲うほかは全
体が間仕切りの無い一体の空間となっている。













●  Myit-kyin Yok-son 僧院（平成 25 年 11 月 25 日訪問）




• 東側に隣接して煉瓦造 2 階建で擬洋風意匠の経蔵兼僧坊があり、その 2 階と本堂が渡り廊
下で接続する。地震の影響か、壁体にはクラックが見られ、2 階床及び屋階床レベルの 2 ケ
所で外壁に鉄製のアングル材を一周させて補強がされている。この建物の内部は未見である。
●  Nyaung Gyi 僧院（平成 25 年 11 月 25 日訪問）




●  Pakhan-Nge 僧院（平成 25 年 11 月 26 日訪問）
• バガンから北東約 20km に昨年開通したパコック橋でエイヤーワディ河を渡り、さらに
30km ほど北上するとパカンジ村に至る。バガンからの所要時間は 2 時間弱である。ここで
当地を管轄する考古局マグウェ支局のミン・ジン・トゥエ氏に会い、周辺の調査に同行して
もらった。




























●  パカンジ考古博物館（平成 25 年 11 月 26 日訪問）
• 1992 年に開館した考古局傘下の博物館で、周辺から出土したピュー時代の土器や金属器、
主にコンバウン朝期の木造建築部材や什器などが展示されている。





●  Mandalay Taik（平成 25 年 11 月 26 日訪問）
• パコックは宗教的な中心の一つとしてかつては 100 以上の僧院が建ち並んだというが、度
重なる火災等により今日まで往時の姿を伝えるものは少ない。当寺院はその一つで、仏教学
院の機能を有する。
• 中心建物は 1907 年の建立で、1930 年代に拡張されたとのことである。






●  Thathana Zoti Pala 僧院（平成 25 年 11 月 26 日訪問）
• 同じくパコック市内にある非常に大規模な仏教学院で、北側の通りに面する 1955 年と書か
れた 7 階建の時計塔がランドマークとなっている。
• 時計塔の南東に位置する 2 階建の堂は、時計塔から巨大な本堂へと続く 2 階建の回廊と渡
り廊下で接続されている。屋根の形状こそ伝統的な僧院建築のそれだが、高床ではなく基壇











●  Tharakkan 僧院（平成 25 年 11 月 27 日訪問）
• 再びパコックを経由し、そこから北西のミャイン方面に約１時間行った付近に偶然発見した
建物である。
• 本堂は 2 階建で、1 階外壁が煉瓦造、2 階は木造という構成である。上下階とも東端の祠堂
部分と西側の広間に分けられ、前者には南北棟の屋根上にピャッター、後者には大きな東西
棟の単層入母屋屋根が載る。内部は木の円柱が並び、併せ梁構造や階段・塔まわりなどに洋








●  On Don Bin 僧院（平成 25 年 11 月 27 日訪問）
• さきの寺院から北に 10 分ほどの Bein Manma 村にある。本堂の南脇にある小堂は、寺僧に
よれば 1738 年の建立といい（註：ユネスコ HP では 1742 年）、ミャンマーに現存する木造僧院
建築中で最古例の可能性が指摘されている。本来は大規模な複合建築の一部を構成していた
ものらしい。
• 三重の屋根が載る 6 間× 5 間の高床建築 1 棟で、ピャッターもベランダもない外観はごく
質素で、建具まわりの彫刻がやや目立つ程度である。軒先等の破損が進んでおり、柱の足元
はコンクリート基礎に羽子板ボルトでアンカーされている。




















































●  寺院新築現場（平成 25 年 11 月 29 日訪問）
• マンダレー・ヒルの南麓にある Kyauk Taw Gyi 寺院で行われている仏堂の再建現場を見学


















●  Yamethin 僧院（平成 25 年 11 月 29 日訪問）






●  Mogaung 僧院（平成 25 年 11 月 29 日訪問）





Yamethin 僧院　外観 Mogaung 僧院　内部仕切り壁





























































う一つの渡り廊下が Zetawun-hsaung または Marabin-Hsaung
と BawgaHsaung の間にみられることがある。Shwe In Bin 僧院
を参照。
2.  Sanu























うち、第 1 次から第 4 次までをインワのバガヤ僧院で実施したが、最終回である第 5 次は、場


































































































































































• ミャンマーにおける文化遺産保護（U Thein Lwin）















1. Daw Lwin Mar Oo　 ルインマーウー　（考古局　課長補佐）*1, 2 次
2. Daw Myo Sandar Oo　 ミョーサンダーウー　（同　課長補佐）*3, 4, 5 次
3. Daw Aye Aye San　エーエーサン　（同　マンダレー支局　副支局長）*5 次
4. U Win Htay　ウィンタイ　（同　上級技官補 2 級）*5 次
5. U Thet Zaw　テッゾー　（同　技官）
6. U Thura Bo　トゥラボー　（同　技官）
7. U Sai Hla Myint Oo　サイラーミンウー　（同　上級技官補 2 級）
8. Daw Aye Phyu Pyar Nyo　エーピューピャーニョー　（同　上級技官補 2 級）
9. U Min Min　ミンミン　（同　上級技官補 2 級）
10. Daw Zar Zar Linn　ザーザーリン　（同　上級技官補 2 級）
11. Daw Nay Yi Yi　ネイイーイー　（同　上級技官補 2 級）
12. U Htun Htun Win　トントンウィン　同　上級技官補 2 級）*1, 2, 3, 4 次
13. U Myint Kyaw　ミンチョー　（同　上級技官補 2 級）*3, 4 次
14. Daw Zar Chi Min　ザーチミン　（技術大学マンダレー校建築学科　准教授）*1, 2, 3, 5 次
（以下はオブザーバー参加）
15. U Ye Min Bo　イェミンボー　（同　卒業生・建築家）
16. Daw Tharaphy Aung 　タラピーアウン　（同　学生）*2 次


















































































質問 5. 　 日本の文化財保存について学びたい、日本で実践されている木造建造物保存の手法
について学びたい、日本文化・日本語について学びたい、英語の参考文献を紹介して欲しい、
等の回答があった。






















【第 5 次現地研修】（2015 年 11-12 月）　参加者（聴講生含め）12 名
























































U Thura Bo　トゥラボー　 （ミャンマー文化省考古局　技官）
U Thet Zaw　テッゾー　（同　技官）
Daw Aye Phyu Pyar Nyo　エーピューピャーニョー　 （同　技官）
（第 2 次）
U Nyo Myint Tun　ニョーミントゥン　（ミャンマー文化省考古局マンダレー支局　支局長）
Daw Myo Sandar Oo　ミョーサンダーウー　（同　課長補佐）
U Htun Htun Win　トントンウィン　（同　上級技官補 2 級）
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て、No.1205 寺院及びバガン支局中庭で環境調査を行った。No.1205 寺院 では、寺院内 2 か所
（床面から約 2.5m 高さ）、寺院屋外（北西南の屋根 3 か所、地上から約 5m 高さ）にデータロガー
（ONSET 社製 HOBO-P 路 V2 U23-001）を設置し、30 分間隔で温度湿度を計測、記録した。寺
院屋外、寺院内部の温度湿度の変化の傾向はほぼ一致していたが、屋外の方が温度湿度共に高く、
1 日の温度湿度差が大きい傾向にあった。バガン支局中庭では、気象観測装置（ONSET 社製デー
タロガー HOBO U30-NRC000-05-S100、温度湿度センサー S-THB-MOOX、風向風速センサー
S-WSET-A、雨量センサー S-RGB-MOO2）を設置し 10 分間隔で温度湿度、風向風速、雨量を計測、
記録した。ミャンマーの他地域に比べて比較的雨量が少ないというバガンでも、次に示すグラフ
のように、雨季の 10 月には 10 分間に 2mm（1 時間に 10mm 以上）の強い雨が断続的に観測
されており、屋根の損傷からくる雨漏りが壁画に与える影響の大きさを推測することができた。
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No.1205 寺院での温度湿度のデータ（2013 年 10 月 24 日～ 2014 年 6月 17 日）
寺院内部














































































位置している。13 世紀の建立であるとされる。堂内には仏座像、立像（いずれも 1990 年代以
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● 参加者一覧
（研修生）
1. U Soe Soe Lin (Deputy Director, Bagan branch)
2. U Aun Kyaw Win (Assistant Director, Bagan branch)
3. U Kyi Lin (Assistant Director, Bagan branch)
4. U Win Htay (Assistant Director, Pyay branch)
5. U AyeLwin (Staff Officer, Bagan branch)
6. U Htoo AungChon (Senior Assistant Engineer Grade-3, Mandalay branch)
7. U Kyaw Kin (Staff Officer)
8. U Win Myint Oo (Staff Officer) 
9. Daw Myint Myint Oo (Staff Officer, Bagan branch)
10. Daw Khim Swe Win (Deputy Head of staff, Mandalay branch) 














































Daw Myint Myint Oo（ミャンマー文化省考古・博物館局　壁画修復）
（平成 26 年度）
U Ye Win（ミャンマー文化省考古・博物館局　壁画修復）
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図 1　No.1205 寺院の外観 図 2　分析装置
2)　測定条件及び注意点
　測定には、Oxford Instruments 社製ハンドヘルド蛍光Ｘ線分析装置 X-MET7500 を使用した。
本装置は最大長さ 30 cm、総重量 1.8 kg 程度のエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置であり、日
本からミャンマーへ装置一式を持ち込むことで、オンサイト分析を実施した。
　本装置の X 線管球にはロジウム（Rh）が、検出器にはシリコンドリフトディテクター（SDD）
が用いられている。照射Ｘ線は測定対象と接触状態で直径 9 mm の円形とされているが、今回は
試料表面から数ミリ離れた位置に装置を固定し、資料とは非接触状態（註）での測定を行った。そ
のため、資料表面におけるＸ線の照射面積は上記よりも広い範囲となる。なお、今回の測定は全
て Mining_FP モード（40 kV, 10 μ A）にて行い、測定時間は 30 秒とした。
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表 1　測定ポイント一覧註：ただし、測定ヘッド先端部に
装着した 2 つのシリコンゴム（面
積各 2 mm × 10 mm）は装置固定
の都合上、壁面と接触している。
3)　分　析
● 本堂天井／壁面：測定ポイント 31 ～ 33
　本堂天井には、赤～濃赤褐色で彩色された蓮華文が描かれているが（図 3）、同様の色味を有








　本堂天井の蓮華文に測定ポイント 33 を（図 3）、壁面角の赤色部に測定ポイント 31、黒色部
に測定ポイント 32 をそれぞれとり（図 4）、各箇所から得られた蛍光Ｘ線スペクトルを図 5 に
並べて示した。グラフの横軸にはエネルギー（keV）、縦軸にはＸ線強度（a.u.：任意単位）をとり、
どの測定ポイントの結果かは各スペクトルの右端に記してある。




解析では、主要なピークが存在する 2 ～ 17 keV までを横軸のエネルギー範囲としてグラフを拡
大し（図 5 の青色部分）比較を行う。
図 4　本堂壁面角の測定ポイント 31（赤色部）および 32（黒色部）
図 5　測定ポイント 31 ～ 33 で得られた蛍光 X線スペクトルの比較
（★は装置由来のピーク）
89第 3 章　美術工芸分野 − 壁画
図 6　測定ポイント 31 ～ 33 で得られた蛍光 X線スペクトルの比較（拡大後）
（★は水銀または装置由来のピーク）




















● 西入口アーチ部：測定ポイント 1 ～ 30
　赤を基調とした本堂天井とは異なり、西入口アーチ部には褐色を基調とした壁画が描かれてい
る。使用された彩色材料の違いを明らかにするために、測定ポイント 1 ～ 30 をとり組成分析を
行った。
　まず測定ポイント 1 ～ 21（エリア a：図 7a）では、細かいモチーフを組み合わせ比較的強い
90 ミャンマーにおける文化遺産保護に関する拠点交流事業
図 7　西入口アーチ部の測定ポイント
a)	測定ポイント 1～ 21；b)	測定ポイント 22 ～ 30
色調で描かれたダイヤ紋を対象に、縦に少しずつ測定位置をずらしながら分析を行った。一方、
測定ポイント 22 ～ 30（エリア B：図 7b）は、線の幅は太いが比較的弱い色調で描かれた部位
を対象に、測定位置を横に移動させながら分析を行った。エリア a に見られる模様では、本堂
天井やエリア b とは異なり、絵具の線が X 線照射径よりも細いため、分析対象物の下層に加え、
周辺の組成情報も分析結果に含まれることに注意が必要である。
結　果
【エリア a：測定ポイント 1 ～ 21】
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【エリア b：測定ポイント 22 ～ 30】
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　最後に本調査結果全体を踏まえ、より精密な壁画材料の分析には、壁画断片の断面観察を行い、
層ごとの組成解析を行う必要があることを今後の調査の向上のために強調したい。
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第 4 章　美術工芸分野 ― 漆工芸
4-1. 　漆工品保存をめぐる課題
　ミャンマーに現存する中でもっとも制作時期が早い漆工品は 12 世紀の出土資料とされ、その






































4-2-1.　Shwe Nan Daw 僧院
　マンダレー王宮の北東、マハーアトゥラウィザヤー
ラマー僧院内に位置する。コンバウン時代ティボー王
が 1883 年に寄進した僧院で、ミンドン王 (1853 年～





　初層と第 2 層の屋根を 104 本の丸柱で支えるが、中
央の南北 4 列×東西 5 列の丸柱合計 20 本が最も長い
柱を用いて第 2 層の天井を支える。外壁外側には 46 本の束（外柱）と濡縁を東西南北に取り付け、
濡縁周囲に欄干、屋根に軒先飾り板を付ける。外柱（束）の上部に大理石の擬宝珠をそれぞれ置











れる粘土が用いられた可能性がある。ミャンマーの漆採取はおおむね 10 月から 4 月に行われて
おり、この間の乾期 (10 月中旬から 2 月中旬 ) の生漆は黒色で、雨期 (10 月初旬から中旬、2 月
中旬から 4 月 ) の漆は水分量が多いため茶色の漆となる。下地の上から黒漆を塗り込み、その上
から黒漆に水銀朱を練込んだ赤色漆を薄く塗り、金箔を貼りこむ。 
垂木と木間部分の裏板（天井部分） 内外陣境板と戸口下の漆塗装
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< 保存に関する考察 >
　Shwe Nan Daw 僧院の保存は、その木造建造物本体だけでなく、僧院に用いられた装飾を保存
し後世に伝えることが重要と考える。この僧院はミンドン王在世 (1853 年～ 1878 年 ) に住宅と

























　1870 年代に王女の住宅として建てられたものを 19 世紀末に現地に移築したと伝えられる。
内部の祠堂の反対側に位置する主室西面には仕切り壁にガラスモザイクとタヨーを併用した美
しい装飾が施される。仕切り壁は 4 枚でそれぞれ下部中央に上部が円形の二枚扉を付ける。僧
侶によると現在は仕切り壁 4 枚が残るが、50 年前には同様の装飾壁が西面の北角に 1 枚、北
面に 3 枚設置されていた。仕切り壁の寸法は高さ約 2,610mm, 幅 2,130mm~2,670mm、扉幅









　Yomethin 僧院と隣接し、1870 年代に建築されたカチン州知事の住宅を 19 世紀末に現在の地
域に移築したとされる。仏像の背面に仕切り壁 4 枚を設置する。仕切り壁は格子状に桟で区切り、
ガラスモザイクとタヨーで装飾する。仕切り壁は左右で装飾が異なり、向かって右側の 2 枚のみ
に格子中央にメダリオンのような銀色のガラスレリーフを付ける。右 2 枚の仕切り壁高さ 2,200
㎜、幅 2,350㎜。扉高さ 1,660㎜、扉幅 560㎜。左 2 枚は幅が 2,860㎜と広い。








Yomethin 僧院主室の仕切り壁 Yomethin 僧院仕切り壁の装飾（扉）
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Moe	Kaung 僧院の仕切り壁 Shwe	In	Bin の須弥壇装飾
4-2-6.　分析調査
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展示室の温湿度　2014 年 1月～ 2014 年 6月
収蔵庫の温湿度　2014 年 1月～ 2014 年 6月
展示室の温湿度　2014 年 6月～ 2015 年 1月
4-3-2-1. 　保存環境 ― 温湿度調査
　データロガーを漆博物館展示室東床及び収蔵庫中央資料台に設置した。2014 年 1 月から
2015 年 1 月の 1 年間の温湿度データーを記録した。
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収蔵庫の温湿度　2014 年 6月～ 2015 年 1月
調査結果：
• 漆博物館展示室と漆博物館収蔵庫における 2014 年 1 月から 2014 年 6 月の温湿度は温度
11 ～ 36℃、湿度 29~75% 程度と概ね似たような数値を示しており、展示室は湿度の振幅が
収蔵庫と比較して大きく、いっぽう収蔵庫は展示室よりも温度の振幅が大きいとわかった。 
• 6 月から 1 月の漆博物館と収蔵庫の温湿度
は温度 21 ～ 34℃、湿度 49~80% 程度と概
ね似たような数値を示しているが、展示室




　第 1 回目と 2 回目の調査を総合すると、温度





















































　バガンの LAYMYETHAN 寺院で漆容器 5 点が 1990 年に発掘された。そのうち 3 点がバガン
考古学博物館に、2 点が漆芸博物館に保管される。発掘当初は 5 点ともに原型をとどめていたと
されるが、現在は数十片に細片化している。制作年代は 12 世紀で、ミャンマーにおけるもっと









法量：直径 333 ｍｍ、高さ 730㎜
　インワで制作されたと考えられる。
　ミャンマーの伝統的な形状で、供物を入れて僧院に供える。容器の上部の形状は男性と女性を
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平な木材の樹種は明確ではないが、ミャンマーの挽物素地等は伝統的にチーク材が用いられる例
が多い。高台上部の部材を並べて形造られた部分の外周囲には骨粉と漆を練った粘土（タヨー）
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< 蛍光 X 線分析 >
　ミャンマーの伝統的漆芸材料を明確にするため、科学
的手法を用いて分析調査を行った。調査は漆芸博物館が
























物館学芸員の Daw Ei Ei Han が進行を補助した。研修参
加者は漆芸技術大学の教員 10 名を対象とした。
参加者：
1. Daw Aye Aye Mar Assistant Lecturer
2. U Tin Win  Assistant Lecturer
3. U Myint Khaing  Assistant Lecturer
4. Daw Swe Swe Myint Assistant Lecturer
5. Daw Aye Thet Aye   Assistant Lecturer
6. U Chit Chit  Assistant Lecturer
7. Daw Su Su Myint  Assistant Lecturer
8. U Win Naing  Assistant Lecturer  
9. U Zaw Naing  Research Assistant
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4-3-2-4.　所蔵漆工品の材質調査
1)　はじめに
　2016 年 1 月 13 日、バガン漆芸大学校構内に所在するバガン漆芸博物館（図 1）にて、ハン
ドヘルド蛍光Ｘ線分析装置を用いた漆工作品の材質分析を実施した。分析の対象は漆工作品に使






　測定には、Oxford Instruments 社製ハンドヘルド蛍光Ｘ線分析装置 X-MET7500 を使用した。
本装置は最大長さ 30 cm、総重量 1.8 kg 程度のエネルギー分散型蛍光Ｘ線装置であり、日本か
らミャンマーへ装置を持ち込み、オンサイト分析を実施した。
　本装置の X 線管球にはロジウム（Rh）が、検出器にはシリコンドリフトディテクター（SDD）
が用いられている。照射Ｘ線のビームサイズは接触状態で約 9 mm であるが、実際の測定時には
目的箇所から 2 mm 程度離れた位置に固定し、原則的に非接触状態での測定を行った。なお、今























2-4 上部 葉モチーフ 緑
3-1







































BETEL BOX Early 20th C
窓内部 黒














12-1 YUNKAMAWASA- Selection from sacred
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3)　分析結果
＜注意＞















Sample 2：SWAM OAK (16th C)
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Sample 12：YUNKAMAWASA (19th C)
図	24　Sample	12 測定箇所









　本遺物の測定箇所及び得られた蛍光Ｘ線スペクトルを図 2 及び図 3 に示す。
　図3では、漆の痕跡が確認された面の2箇所（1-1／1-2）と、劣化が進行し土のような質感となっ




Sample 9 / 10 / 11：
　これらの作品は黒色の地塗りの上に、赤色、黄色、緑色、桃色 等の顔料による彩色が施され









　次に、赤色（9-2 ／ 10-2 ／ 11-2）及び桃色（9-5 ／ 10-6 ／ 11-5）の彩色部では、地塗りに
比べ Hg のピーク強度が高く、さらに桃色部の方が As のピーク強度が高い傾向があった。黄色（9-3





能性が高い。地塗り部分で検出された Hg や As は、蒔かれた後十分に落とされなかった顔料が
作品表面に残ったものであると考えられる。






得られた蛍光Ｘ線スペクトルを図 10 及び図 11 に示す。赤色顔料のみが比較的広範囲に彩色さ
れている箇所（5-1）では、水銀（Hg）の強いピークが確認された。それ以外の測定箇所（5-2
／ 5-3 ／ 5-4）は細い線で描かれているため、得られた蛍光Ｘ線スペクトルは、地塗りや周囲の
組成情報を含んでいる。傾向として捉えられるのは、黄色の彩色部では As、赤色の彩色部では




Sample 4 / 7 / 12 / 13（金箔有）：
　これらの作品は、赤褐色から朱色の地塗りの上に金色の箔が貼られたものである。各測定箇所
と蛍光Ｘ線スペクトルを図 8 及び図 9（Sample 4）、図 14 及び図 15（Sample 7）、図 24 から
図 27（Sample 12 及び Sample 13）に示す。
　これらの作品の蛍光Ｘ線スペクトルでは、いずれも金（Au）のピークが検出されていること
から、各作品に貼られた金色の箔は金箔であると断定できる。一方、赤色系地塗りの組成に関し
て、Sample 4 及び Sample 7 では鉄（Fe）のピークが、Sample 12 及び Sample13 では水銀（Hg）
のピークが顕著に確認されたことから、前者にはベンガラなどの鉄系赤色顔料、後者には辰砂な
どの水銀系赤色顔料が用いられた可能性が高い。







各測定箇所と蛍光Ｘ線スペクトルを図 4 及び図 5 に示す。
　素地部分では、鉄（Fe）やカルシウム（Ca）が主に検出されたほか、水銀（Hg）やヒ素（As）
のピークも僅かながら認められた。測定部位の状態に鑑みると、Hg や As は素地の露出部の周り
にある赤色漆塗り部分の組成情報を拾っている可能性がある。（実際、赤色箇所（2-2 ／ 2-3）で
は Hg と As のピークを確認することができる。）








































　マンダレーのマハムニパゴダ周辺の小売業者３軒〔Tanpawadi, Da Na Yo Zar, Myanmar 
Handicrafts〕を対象とした。各店舗は人を雇い、ミャンマーの各地（モンユアとカレの間にあ
るマハミャの森、シャン高原 ― Moo Mote, Guluma、ヤンゴン東の Fa An 町）で漆を採取。インワ、
バガン、マンダレー、ヤンゴン、インレー、ミジナ、ティボウで販売している。
　採取時期はシャン高原が 11 月から 2 月、その他は 10 月から 4 月としており、雨季によって
異なる。漆は 1 本あたり 100g ～ 500g 採取でき、主に４L のプラスチック缶で流通している。
取扱量は 2,800㎏～ 5,200㎏の漆を扱う。価格は店によって異なるが、4L 缶で 4.3 ～ 5.7 万チャッ
ト、シャン高原の漆は 10 万チャットで、比較すると 2 倍の金額になる。
　漆は缶上部に水を張って漆が乾燥しないように保管し、漆に水が混ざらないように注意して漆













漆はすぐに出ないので採取までに竹を幹にさしたまま 3 ～ 7 日待つ必要がある。雨は基本的に
漆に混ざらないため、漆の上に浮いた雨水を捨てて漆を採取できる。サガイン管区では 7 月初旬
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・竹材料調査（マンダレー・バガン）
　ミャンマーの漆工品素地に用いる竹材はイラワジ川上流域のカチン州で 10 月末から 11 月か
ら約 4 か月間切り出し、竹筏に組んでサガイン管区のチンドウィン川を約 2 か月間かけてバガ
ンに運ばれる。漆工品の材料には若い竹は使用しない。竹筏に組む方法は竹の上下部分に長方形
の穴をあけ、他の裂いた竹を穴に通して竹どうしを固定させる。切り出した当初は長さ 20m あ




















　鉄鉢の制作工程をインワの U Zar Min Tan 氏の工房で調査した。鉄鉢はいわゆる托鉢に用いる
容器で、身は鉄製、蓋は竹の捲胎で造られる。鉄はドラム缶をリサイクルし、丸く切り抜いた後



























































　バガンの漆工房 Black Elephant で輸出用に作られる漆芸品の技法材料について聞き取り調査し




























平成 25 年 7 月 21 日（日）～ 7 月 26 日（金）
7 月 21 日（日）
文化省ピイ考古学フィールドスクール訪問
U Nyein Lwin（副所長）らと、本年度 1 月に実施する現地研修の内容について協議し、研修に
用いる資料・器材・設備の確認をおこなう
7 月 22 日（月）
ピイ近郊の仏教遺跡 Akauk Taung を視察し、保存状況の確認をおこなう
7 月 23 日（火）
移動（ピイ→ヤンゴン　陸路）、石村は帰国
7 月 24 日（水）
ヤンゴン大学で文化遺産ワークショップに参加、講演をおこなう
7 月 25 日（木）
ヤンゴン大学で文化遺産ワークショップに参加





































5-1-2.　仏教遺跡 Akauk Taung の視察






















































平成 26 年 1 月 21 日（火）～ 1 月 23 日（木）
1 月 21 日（火）
　文化省ピイ考古学フィールドスクールにて現地研修　第一日目
1 月 22 日（水）
　文化省ピイ考古学フィールドスクールにて現地研修　第二日目















































































平成 26 年 11 月 25 日（火）～ 11 月 27 日（木）
11 月 25 日（火）
　文化省ピイ考古学フィールドスクールにて文化財写真研修　第一日目
11 月 26 日（水）
　文化省ピイ考古学フィールドスクールにて文化財写真研修　第二日目





























































平成 27 年 11 月 23 日（月）～ 11 月 24 日（火）
11 月 23 日（月）
　文化省ピイ考古学フィールドスクールにて考古遺跡の整備・活用研修　第一日目































　午後は、U Zaw Ming Aung さんと Daw Win Win Phyo さんの案内で、博物館を見学し、その後、
シュリクシェトラ遺跡の整備・活用状況を視察した。













　4 つ の グ ル ー プ が、 シ ュ リ ク シ ェ ト ラ 遺 跡（ 円 形 の 都 城、 南 北 4.4km、 東 西 3.96km、
1880ha、4 ～ 9 世紀）において特に重要であると考えられる地区を一つ選び、その地区におけ
る整備と活用の現状と課題について話し合い、結果を発表した。
図面の作成と、遺跡の整備・活用計画の検討










































④  ヤハンダ寺院（Yahanda Temple）周辺地区（城外、城壁の南西部に隣接する地区）








































































































































































































































5-3-1. 　平成 25 年度招聘研修事業
招聘研修事業の実施概要







平成 26 年 2 月 3 日（月）～ 2 月 7 日（金）
2 月 3 日（月）
　京都清水寺にて保存修復現場見学






2 月 5 日（水）
　大阪歴史博物館・大阪城見学
　東大寺・東大寺ミュージアム・興福寺見学
2 月 6 日（木）
　奈良文化財研究所写真室および発掘現場（西大寺弥勒金堂院跡・歌姫瓦窯）にて写真研修







U Ko Ko Aung　コーコーアウン（ミャンマー文化省考古局　バガン支局　課長補佐）
U Kyaw Nyi Nyi Htet　チョーニニテー　（同　ピイ考古学フィールドスクール　助教）






































































































5-3-2. 　平成 26 年度招聘研修事業
招聘研修事業の実施概要
　招聘研修は、平成 27 年 1 月 19 日～ 25 日の 7 日間の日程で、ミャンマー人専門家 3 名を日
本に招聘しておこなわれた。主に奈良文化財研究所において、文化財写真に関するより高度な技
術移転を目的とした研修を実施するとともに、日本における文化財の保存・活用の事例を視察し、
意見交換をおこなった。研修には 3 名が参加したが、そのうち 2 名（U Man Thit Nyein、U Zaw 
Min Aung）は今年度の現地研修を受講しており、それを踏まえてより高度な研修を実施するこ
とができた。
　なお文化財写真研修（20 日～ 23 日）においては、研修生の理解を助けるため、ミャンマー
語の通訳を配した（山本文子・国立民族学博物館外来研究員）。
実施期間：
平成 27 年 1 月 19 日（月）～ 1 月 25 日（日）






1 月 20 日（火）  
　奈良文化財研究所写真室にて文化財写真研修　第一日目
1 月 21 日（水）  
　奈良文化財研究所都城発掘調査部（飛鳥藤原）写真室にて文化財写真研修　第二日目
1 月 22 日（木）
　奈良文化財研究所写真室にて文化財写真研修　第三日目




1 月 24 日（土）
　京都の文化遺産見学
　三十三間堂、京都国立博物館、清水寺ほか






U Man Thit Nyein　マンティットネイン　（同　ピイ考古学ﾌｨｰﾙﾄﾞｽｸｰﾙ　副手　考古学専門）





































































5-3-3. 　平成 27 年度招聘研修事業
招聘研修事業の実施概要
　招聘研修は、平成 28 年 2 月 16 日～ 21 日の 6 日間の日程でおこなった。ミャンマー人専門
家 2 名を日本に招聘し、考古遺跡の整備・活用に関する研修を実施するとともに、日本における
考古遺跡および史跡の整備・活用事例を視察し、意見交換をおこなった。
　なお研修期間中（16 日～ 21 日）は、研修参加者の理解を助けるため、ミャンマー語の通訳
を配した（山本文子・国立民族学博物館外来研究員）。
実施期間：
平成 28 年 2 月 16 日（火）～ 2 月 21 日（日）




2 月 17 日（水）  
　考古遺跡の整備・活用研修　第二日目：講義
2 月 18 日（木）  
　奈良の文化遺産見学：薬師寺（東塔解体修理現場を含む）、唐招提寺
　伊丹空港発　青森空港着
2 月 19 日（金）  
　考古遺跡の整備・活用研修　第三日目：三内丸山遺跡見学
2 月 20 日（土）
　奈良の文化遺産見学：東大寺
　大阪の文化遺産見学：大阪歴史博物館、難波史跡公園見学、大阪城見学
























































































































































平成 27 年度招聘研修事業満足度アンケートの結果（有効回答数：2 ／ 2 人中）
質問 1　研修のクオリティはどうでしたか？
満足：2
良い：0
普通：0
やや悪い：0
かなり悪い：0
質問 2　あなたは研修の内容に満足しましたか？
とても満足：2
満足：0
普通：0
やや不満：0
とても不満：0
質問 3　研修の内容のうち、あなたが興味を持ったものは何ですか？
• 遺跡の整備、古代の建造物の復元、保存作業
• 三内丸山遺跡の見学
質問 4　将来、同様の研修があるなら、あなたはどのような内容を期待しますか？
• 考古遺跡における保護・保存作業に関する研修
• 考古遺跡の保護と保存に関する研修
質問 5　あなたの意見を自由に記述してください。
• 奈良文化財研究所と関係者の方々に深く感謝します。（2 人）
177第 5章　考古分野
5-4. 　残された課題と今後の展望
• 当事業で研修を受けた研究者の数がまだまだ少ない。
• 考古学フィールドスクールでの研修では多くの研修生に講義・実習が可能であったので、こ
のやり方は継続すべきである。
• 招聘研修ではどうしても対象者が限られるので、招聘研修を受けた者がミャンマーに帰国後
に核となって他の研究者に内容を伝えることができるような研修内容、あるいは資料の贈与
を行う必要があろう。そのためには、例えば、奈文研の持っている考古調査研究のノウハウ
をわかりやすく説明した英語のテキストを整備することも求められる。また、中級者研修の
ように、一度研修を受けた者にさらに高度な内容を伝える研修を実施して、人材養成を進め
ることも有効と考える。
178 ミャンマーにおける文化遺産保護に関する拠点交流事業
179結　語
結　語　　－ ミャンマーの文化遺産のより良い保護に向けて －
　三年間にわたり実施してきた、文化遺産国際協力拠点交流事業の終了にあたり、事業実施の統
括及び主に建造物分野の実施を担当した立場から、本報告書において各分野の担当者から示され
た課題の指摘を参照しつつ、あらためて事業全体としての総括を行いたい。
　本書冒頭に記したとおり、本事業は、ミャンマーにおける「文化遺産の適切な保存管理のため
の専門技術移転及び人材育成」を目的として、文化庁より委託、実施された。このことから、事
業の成否はまず、この間における専門技術の移転と人材の育成が期待通りに実現できたかを以て
判断されるべきと考える。これについての私の答えは、十分に肯定的である。文化遺産が所在す
るミャンマーの現地と、参照すべき事例や必要な設備が整った日本の双方において行った研修に
おいては、参加したミャンマー人研修生たちの皆が終始積極的に取り組む姿が見られ、自らが必
要とする技量や知識の向上に向けた強い意欲を感じることができた。そして、実習等の回を重ね
るごとに、彼らの明らかな成長の跡を確かめることができたのは、講師一同にとっても非常な喜
びであった。
　このような成功に感謝した上で、なお残る課題が少なくないことも事実である。その多くにつ
いては既に本書の各章末において指摘されているが、重複を恐れずに以下記すこととしたい。
①　研修実施のあり方について
　今回の事業では、先行事業におけるミャンマー側関係機関へのヒアリングや文化遺産保護の現
状把握調査の結果を踏まえて、研修の対象とする分野の特定や実施場所、実施方法等を決定した。
同国における文化遺産保護が抱える問題は非常に多岐にわたっており、その中から、特に緊急性
や必要性が高く、かつわが国が有する技術や人材を大いに活かすことができる、という観点から、
建造物、美術工芸（壁画及び漆工芸）、考古学という三分野を選定し、これらについての研修を
並行的に実施することとした。だが、このことは、分野ごとの研修頻度と期間をかなり限定せざ
るを得ない結果にもつながった。各班が最大限の努力を傾注したことに敬意を表しつつ言えば、
多忙な日本側専門家の対応キャパシティに限界があったことも事実である。各回研修後の参加者
アンケートでは、研修内容への高い満足度とともに、より長期的かつ継続的な形での研修を求め
る意見が強いことが窺えた。
　一方、特に開始当初においては、研修に参加したメンバーの間で技量や経験に相当の差があり、
統一的な指導が行いにくい場面もあった。特に考古局においては、同局スタッフに対する国内で
の専門的研修の機会は従来ごく限られており、各自が日々の実務をこなす中で経験的に身に付け
てきた技術や知識が大半であった。このことは、文化遺産の保護をめぐる国際的な規範や保存理
念における基本的認識の不足といった形で現れており、そうした中での実務経験の多さは必ずし
も優位性につながらないと思えることもあった。例えば、歴史的建造物の修理が、老朽化した一
般建造物の維持修理と同様な発想・手法で行われているといったケースである。その意味で、参
加者自身からより実践的な研修内容を求める意見が多かったことに留意しつつも、むしろ基礎的
教育の必要性を強く感じたところである。実践を通じた先進的な技能習得・向上の機会として研
修に期待する研修生たちと、より基本的原理原則に立ち返った専門家育成を意図しながら取り組
んだであろう講師陣とでは、目指すものにいささかの違いがあったかもしれない。
180 ミャンマーにおける文化遺産保護に関する拠点交流事業
　より具体的な問題としては、シリーズ化された研修プログラムの各回に継続的に参加できない
メンバーが散見された。全国各地の持ち場で各自が抱える日常業務の合間を縫っての参加であり、
研修期間の一部のみ参加、あるいは欠席後に復帰、といった状況も多々見られた。結果として、
作業進度や理解度に参加者間でおのずと差異が生じ、果たして体系的な学習になりえたか不安を
覚える点もなしとしない。これについては、主催者側としても反省すべき点があり、できるだけ
早い時期から研修プログラムの全体像や実施時期・期間等をミャンマー側に通告・調整すること
によって避けられた部分もあっただろうと思われる。
②　研究的視点の重要性
　研修の全体プログラムを当初から確定できなかった理由としては、研修生の知識・技能レベル
が事前に把握できなかったことに加え、研修において扱う文化遺産そのものについての情報が乏
しかったことが大きい。ミャンマーの文化遺産、とりわけ今回主な対象とした有形遺産に関して
は、バガンの遺跡群をはじめとして古くは英国植民地時代から研究が開始されているが、なお蓄
積の乏しい面が数多く残されている。このことは、特に材料や技法といった、物としての保存に
大きく関係する側面において顕著である。そのため、本研修を実施する上では、対象として扱う
ミャンマーの文化遺産について、この種の調査研究の進展にも寄与することを意識しながら行っ
てきたつもりである。
　価値評価は文化遺産保存管理の前提であり、何を保存すれば文化遺産のオーセンティシティが
保たれたと言い得るのかは、対象の文化遺産が置かれた文脈によっても大きく見解が分かれる部
分である。これについては、ミャンマー人研修生との間で共通理解を確立するまでには至ってい
ないが、少なくともこの種の問題意識を常に抱きながら文化遺産の保存という仕事に向き合うこ
との重要性までは、ある程度伝えることができたのではないかと考えている。漆工芸分野におけ
る技法的解明に代表されるように、対象を知るというプロセスについても本事業は一定の貢献が
できたものと自負している。ただし、このような研究的作業については殆どを日本人専門家が独
自に行っており、そのための手法をミャンマー側に技術移転することまでは現時点で十分に出来
ていないのもまた事実である。
③　文化遺産保護の向上に向けた諸課題
　本事業の実施中、2014 年にミャンマーで初の世界遺産として、「ピューの古代都市」が登録
された。これを受けて、次は本命のバガンをという機運が関係部局においても大いに盛り上がり、
ユネスコをはじめとする国際的支援もそれに関する分野にスポットライトが当たりつつある。そ
の一方で、大半の文化遺産の日常的な保存管理においては、依然として多くの問題が積み残され
た状態となっている。
　僧院等の多くの木造建造物を訪ねた印象としては、概して日常的メンテナンスがきわめて低い
水準にあり、使われ続けている建物においても保存状態の悪化は著しいものがある。考古局傘下
の中央や地方の博物館、図書館における収蔵品の保存をめぐっても、積極的保存措置はもとより、
日常管理の水準においても担当者の認識は不十分と言わざるを得ないが、本事業では残念ながら
研修対象に含めることができなかった。
　あるいは、工芸分野における技術継承の目的において、伝統産業振興という方向性と文化遺産
保護としての方向性では、当然ながら力点の置かれ方に違いが生じるだろうが、後者についての
方法論は確立できていないのが現状である。
　こうした点について単独の事業で対応できる範囲には限界があるが、他方、諸外国からの支援
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事業相互間の連携は現時点では無いに等しい。本書中で壁画班が指摘しているように、一部分野
では各国から採り入れられた修復手法の乱立という問題が生じており、研修オファーの集中に
よって考古局の限られた人材による日常業務遂行に支障をきたすといった本末転倒した事態さえ
みられる。
　体系的な人材育成のためには、何よりも国内における研修・教育システムの一刻も早い整備が
望まれるところである。ピイ考古学フィールドスクールの成功例が示しているように、基礎的か
つ継続的な研修システムの地盤の上に、より個別的あるいは高度な内容の研修が必要に応じて外
部から提供されるという形こそが本来あるべき姿であろう。そのためには、ミャンマー人の中で
の指導的立場に立つ専門家・技術者の育成が急務であり、大学院レベルを含む学校教育が果たす
べき役割も大きい。
　このように、ミャンマーの文化遺産保護に関する体制整備は道半ばであり、予算や人員の制約
から、現状の急速な改善は難しいとも思える。それでもなお、状況を変えるための努力をあきら
めずに続けることにしか解決の道筋はなく、目指すべき方向性に関する正しく明確な認識を関係
者の一人ひとりに地道に植え付けていくことがそのための第一歩であろう。この点において本事
業の成果が近い将来により大きく実を結ぶことを期待するとともに、今後ともさらなる協力を継
続していくことを約して、結語としたい。


